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【揚力とはなにか】
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【トンボの羽の場合】
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【渦が形成される様子】

https://docs.google.com/file/d/1G735MnYwLpaeh9wAOwWU1Ud5_aXxUH0C/preview


【実験準備物】



【実験準備物】

・風洞　①紙筒を重ね合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボンド

で固定する

　　　　②周りを段ボールで覆う

　　　　③風が風洞に集まるように　　　　　　　　　　　　　　　　風洞

の口に段ボールを　　　　　　　　　　　　　　　　　取り付ける　　　　　　　　　　　　　　



【実験準備物（風洞の整流作用）】



【実験準備物（風洞の整流作用）】

https://docs.google.com/file/d/1VTM3fISbrn-My13ArIrSQ03mvrINurXP/preview
https://docs.google.com/file/d/1q4fZV28oKeXtba5TBllrgmqSYXKNYr-4/preview


【実験方法】

①　羽を高精度力センサーに

　　吊るす

②　最初の状態の値を測る

③　整えた風を羽に当てる

（凹凸なし、2個、4個、6個）

④　風を当てて変化した値を

　　読み取る



【揚力の測定法】
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変化量（揚力）
平均

→ 風を当てている状態

【揚力の測定法】



【結果】

＜凹凸０個のとき＞

▶風を当てても値の変化は見られなかった



【結果】

＜凹凸２個のとき＞

▶風を当てても値の変化は見られなかった



【結果】

＜凹凸４個のとき＞

▶風を当てても値の変化は見られなかった



【結果】

＜凹凸６個のとき＞

▶風を当てても値の変化は見られなかった



【結果】
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▶全てにおいて値の変化を見ることができなかった



【考察】

1　揚力が小さすぎて、測定できなかった
2　凹凸の数量が足りなかった
3⃣羽が重すぎた
4　レイノルズ数が大きすぎた



【考察】

＜トンボのレイノルズ数＞
　(空気の密度)(流体の速さ)(流体を受ける物体の長さ)
＝
　　　　　　　    (空気の粘度)
＝１０００~１００００



【考察】

＜レイノルズ数（自分たちの実験の場合）＞
　　　　１．２９３　×　４　×　０．３
＝
　　　　　　１．８２２　×　１０^-５
＝８５１５９．１６５７５１９



【今後の展望】

羽・実験方法の改良
＜羽＞
・凹凸の数を増やす
・軽量化
＜実験方法＞
・トンボの羽のレイノルズ数に合わせる
▶風速を弱める
▶翼をできるだけコンパクトサイズにする
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